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Abstract 
Health literacy can be defined as the ability of patients and other people to locate accurate health information, understand and 
utilize it, and finally to incorporate it into appropriate health behavior. It has been established that individuals with high health 
literacy tend to adopt appropriate health behavior; accordingly, they are less vulnerable to disease, and disease is less serious 
even if they do suffer from one. Recently, health literacy has attracted considerable worldwide attention among health 
researchers, including those in Japan. There has been an international increase in the number of papers dealing with this 
subject; dedicated international academic societies and a dedicated journal, Health Literacy Research and Practice, have been 
established overseas. Consequently, the present authors established the Japanese Health Literacy Association (JHLA) in 2019 
and launched its official journal (Health Literacy) in 2022. Health literacy and health communication are closely related; thus, 
JHLA has come to merge its headquarters with those of the Japanese Association of Health Communication (JAHC), and JHLA 
holds its academic meetings together with JAHC in the framework of Health Communication Week. We expect further 
developments in research related to health literacy in Japan as a result of the founding of JHLA. 

要旨 

ヘルスリテラシーとは、一般に、患者や市民が健康に関連する情報を探し出して、理解し、意思決定に活用して、適

切な健康行動につなげる能力のことをいう。ヘルスリテラシーの高い人は、適切な健康行動をとりやすく、その結果、

疾病にかかりにくく、かかっても重症化しにくいことが知られている。近年、ヘルシリテラシーが国際的に大きな注目

を浴びている。ヘルスリテラシーを扱う論文が世界で急増しており、既に国際学会や英文専門雑誌（Health Literacy 

Research and Practice）も設立されている。日本においても、ヘルスリテラシー関連の論文や学会発表が急激に増え

ており、関係者の関心も高まっている。このため、著者らは、2019年に日本ヘルスリテラシー学会を設立し、2022年

に日本ヘルスリテラシー学会誌（本誌）を創刊した。ヘルスリテラシーとヘルスコミュニケーションは、お互いに裏表

となるような密接な関係があるため、日本ヘルスコミュニケーション学会と協議の上、同学会と学会事務局を共有し、

学術集会もヘルスコミュニケーションウィークという枠組みで共同で開催することになった。日本ヘルスリテラシー学

会の設立と同学会誌の創刊が、今後の日本のヘルスリテラシー研究の一層の発展の貢献していくことが期待される。こ

のためにも国内のヘルスリテラシー研究者への参加の呼びかけが必要である。 
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1. はじめに 
ヘルスリテラシーとは、一般に、患者・市民が健康に

関連する情報を探し出し、理解して、意思決定に活用し、

適切な健康行動につなげる能力のことをいう[1]。ヘルス

リテラシーの厳密な定義については多くの様々な議論が

あり、現時点で関係者の間でコンセンサスは得られてい

ない[2]。ヘルスリテラシーは、医療者・患者間の対人コ

ミュニケーション、マスコミ・インターネット等による

健康医療のメディアコミュニケーション、ヘルスキャン

ペーン等を進めるにあたって、常に医療者が考慮すべき

重要な要素であるが、ヘルスリテラシーをあまり考慮し

ないで、ヘルスコミュニケーションが試みられることも

まだ多い。ヘルスリテラシーの高い人は、適切な健康行

動をとりやすく、その結果、疾病にかかりにくく、かか

っても重症化しにくいことが知られている[3] 。介入に

よりヘルスリテラシーを向上させることができるかどう

か、また介入によるヘルスリテラシー向上が実際の健康

増進や疾病の予防・軽減に役立つかどうかについては、

まだ十分なエビデンスはなく、今後の研究による解明が

期待されている[4]。 
 

2．国際的に大きな注目を集めるヘルスリテラシー 
近年、ヘルスリテラシーが国際的に大きな注目を集め

ており、ヘルスリテラシーを取り扱った英文論文が急激

に増えてきている（図１）。こうした状況に関連して、米

国及び欧州やアジアの主要国に、専らヘルスリテラシー

を対象とした学会が設立されるようになってきており、

世界全体をカバーする国際学会として、 International 
Health Literacy Association(IHLA)が設立されている他、欧

州地域の国際学会として Health Literacy Europa、そして

アジア地域の国際学会として Asian Health Literacy 
Association:(AHLA)が設立されている[5-7]。またヘルスリ

テラシーに関する英文専門雑誌 Health Literacy Research 
and Practice も 2017 年に創刊されている[8]。 
 

図１．PubMed で題名に”health literacy”を含む論文数 
 

3. 日本における学会設立と学会誌の創刊 
 日本においても、近年、ヘルスリテラシーに関する研

究活動が活発化している（図２）。またヘルスリテラシー

を専ら対象として書籍も出版されるようになっている

[9-10]。しかしながら、ヘルスリテラシーは、臨床医学、

公衆衛生学、薬学、看護学、栄養学、社会福祉学等の多

岐の分野に渡って、縦割りで研究が行われており、研究

者の横のつながりがあまりなかった。このような日本の

状況に鑑みて、木内貴弘と中山健夫が打ち合わせを行い、

石川ひろの、奥原剛、中山和弘の３名に働きかけて、2019
年に日本ヘルスリテラシー学会を設立し、関連の研究者

に参加の呼び掛けが行われた[1]。 
ヘルスコミュニケーションを考えるときには、必ず相

手のヘルスリテラシーを考慮しなければならない。逆に

ヘルスリテラシーを考えるときには、ヘルスコミュニケ

ーションが行われることが暗黙の前提となる。（通常の意

味での）ヘルスコミュニケーションは、勿論双方向だが、

狭義には、ヘルスコミュニケーションという場合には医

療者側（伝える側）からの視点、ヘルスリテラシーとい

う場合には患者・市民（受け取る側）からの視点が（ど

ちらかというと）重視されていることが多いと思われる。

また（通常の意味での）ヘルスリテラシーは、患者・市

民の能力を指すが、医療者側がわかりやすく正確に患者・

市民に伝える能力を「医療者のヘルスリテラシー」と呼

ぶ立場もある[11]。この場合、医療者のヘルスリテラシー

と通常の患者・市民のヘルスリテラシーを合わせたもの

が広義のヘルスリテラシーであると考えることも可能で

あり、この場合、通常のヘルスコミュニケーションと広

義のヘルスリテラシーはほぼ同等と考えてよいと思われ

る。このようにヘルスリテラシーは、ヘルスコミュニケ

ーションと表裏一体の関係にあると考えている（図３）。 
 以上のようなヘルスコミュニケーションとヘルスリテ

ラシーの関係を踏まえて、日本ヘルスリテラシー学会は、

日本ヘルスコミュニケーション学会と協議を行い、日本 
 

図２．医学中央雑誌で題名に「ヘルスリテラシー」を含
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図 3．ヘルスコミュニケーションとヘルスリテラシー 
 
ヘルスコミュニケーション学会の分科会として、事務局、

会員管理システムを共有して運営を行うことになった。

日本ヘルスコミュニケーション学会との合流後、杉森裕

樹、孫大輔、安村誠司、八巻知香子、江口泰正、福田洋

が運営委員として参加するようになった[1]。2022 年度に

は、日本ヘルスコミュニケーション学関連学会機構が設

立され、日本ヘルスリテラシー学会は、日本ヘルスコミ

ュニケーション学会の分科会という形でなく、同機構に

よる共通の事務局・会員管理体制のもと、日本ヘルスコ

ミュニケーション学会と対等の立場で運営が行われるよ

うになった。 
第１回日本ヘルスリテラシー学会学術集会は、ヘルス

コミュニケーションウィーク（Health Communication 
Week=HCW）という枠組みで、第 13 回日本ヘルスコミュ

ニケーション学会学術集会、第１回日本メディカルコミ

ュニケーション学会学術集会と一緒に開催され、河口浩

之教授を中心とする広島大学の先生のご尽力のもと大成

功を収めた[12]。2022 年度以降もヘルスコミュニケーシ

ョンウィークという枠組みで、ヘルスコミュニケーショ

ン学関連の諸学会が共同で学術集会を開催する方針が決

まっている。 
本誌（日本ヘルスリテラシー学会雑誌創刊号）は、第

１回日本ヘルスリテラシー学会のシンポジウムの特集号

となっており、シンポジウムの講演を総説論文として収

載している。詳細は、次ページ以降の「特集号のご案内」

と収載論文をご参照願いたい。 
 
4.考察 
国内外におけるヘルスリテラシー研究の急速な発展と、

海外におけるヘルスリテラシーを専門的な対象とする学

会の設立が進む状況のもとで、ヘルスリテラシーを専門

に取り扱う日本ヘルスリテラシー学会を設立し、その学

会誌の発刊したことは、下記のような重要な意義を持つ

と考える。 
 
1)縦割りの学問領域の中で、お互いの交渉がなく、独立

して研究を行ってきた国内のヘルスリテラシー研究者が、

ヘルスリテラシーというキーワードのもとに集まれる場

を提供できるようになったこと 
2)国際的なヘルスリテラシー研究の発展の中で、海外の

ヘルスリテラシーに関する学会コミュニティ活動や国際

共同研究に対応可能な国内の受け皿ができたこと 
日本ヘルスリテラシー学会の設立とその学会誌の創刊

が、今後の日本のヘルスリテラシー研究の一層の発展に

大きく貢献していくことが期待される。またこのために

も国内のヘルスリテラシー研究者への幅広い参加の呼び

かけが必要であると考える。 
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［通常の］ヘルスコミュニケーション
（≒［広義の］ヘルスリテラシー）
（伝える側と受け取る側の両方の視点）

［狭義の］へルスコミュニケーション ［通常の］ヘルスリテラシー
（≒［医療者の］ヘルスリテラシー）
（伝える側の視点を重視） （受け取る側の視点を重視）


